
令和２年度 

地域活動実践講座（旭川市） 実施報告書 

 

日 時 令和 2 年 11 月 22 日（日曜日） 

会 場 旭川神楽公民館 和室 

参加者 １７名 

内 容 ・「地域活動を体験する会～抹茶で健康、楽しく茶道を学ぶ会」 

① 講師講演「茶道をとおして地域活動交流について」 

講師：表千家旭川秀峰会々員 山田 紀子氏 

② 実地見学（茶道体験） 

１ 講師講演 

 現役を退職後、何か出来ることがないかを考えていま

したところ旭川市広報誌から市老人大学を知り、2 年間

学ぶことになりました。私の未知のことの連続でした。

その中で公園のゴミ拾いやボランティア活動を体験し

ました。老人大学卒業後道民カレッジに入学し、現在に

至っています。 

 20 歳のころより趣味として茶道（表千家）、華道（池

坊）を習い、教授免許を取得することが出来ました。そ

のことから勧められて上川圏シニアリーダー倶楽部に

入会し、シニアリーダーバンク登録者となり、地域活動

の一環として平成 25 年 10 月から「抹茶で健康、楽しく茶道を学ぶ会」を主宰し、今年

10 月で 8 年目を迎えました。北海道新聞旭川支社の広報欄での募集などで少しずつ参加

者も増え、現在は道民カレッジ生はじめ、昔に茶道をしていた方々など参加者も定着し

てきました。 

 今後も体力の許す限り、継続していきたいと思います。もし、私が続けられなくても、

この茶道を学ぶ会には引き続き継続してくれる仲間の方々がいます。本当にありがたく

感謝しているところです。 

 最後に、「論語」から孔子の言葉「知好楽」について紹介させていただきます。 

 「子曰く、これを知るものは これを好む者に如かず 

               これを好む者は、これを楽しむ者に如かず」 

わかりやすく言いますと、「知っている事は素晴らしい

が、知っているだけの人は 好きな人にかなわず、好き

な人は楽しんでいる人にはかなわない」 

 皆さんも、これからも楽しんで人生を送ってくだされ

ばと思います。ありがとうございました。 

２ 茶器道具、花、掛け軸の紹介 

 〇掛物 西部文浄筆 瓢 画賛  〇花入 唐銅ひょ 

うたん形 〇花 ときのもの 

         即中齋好扇形立札卓 

 〇水指 吹寄 須山昇華作 〇茶器 松笠蒔絵 中村宗悦作 〇替 掛合せ楽 松楽作 

 〇替 絵唐津 １３代太郎右衛門造 〇お菓子 スイートパンプキン 日糧製菓 

 〇お茶 霧の音 伊藤園  

３ 成果と課題 

 ・講師の地域活動に対する講話と体験によって参加者の意識が高揚した。 

 ・旭川市以外から参加者があり、広域的な活動になってきた。 

 ・参加者それぞれが講師を務める専門家であるが、発表の場が少ない。 

 ・他の地域や団体の活動を体験し、新しい活動を取り入れることが必要である。 


